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 「調査・報告 6」は Japanese Language Track（以下、JLT）のレベル 6（上級前半）



































る」が 2名、「満足している」が 1名、「どちらともいえない」が 1名であり、筆者自身
も反省点が多い。まず 1 点目のピア・レビューについてだが、2つ目のタームまでは活
発な意見交換が各自の調査にも反映され、目的は達成できたと思う。一方、最後のター
ムでは各自のレポート執筆が遅れていたこともあり、十分行うことができなかった。2
点目の文法・表現項目の学習については、主体的に学習が進められた受講生とそうでな
い受講生とに分かれた。授業後にもらったフィードバックの中で特に印象に残っている
のは、「スライドを見ながら文法や表現の使い方について説明を聞いても、その時は理
解できた気になるが、身についた感じがしない」というコメントである。これに対し、
「授業中にもっと練習する時間を取ったり、クイズで理解度を確認したりしたほうがよ
かったか」と尋ねたところ、「そういう問題ではない」ということであった。その受講
生の話をまとめると、「対面授業の時は、教員が説明する時の様子、他の受講生とのや
りとり（質問や相談など）、教室の雰囲気など様々な要素を含めて理解をしていたが、
そうした要素が限定的になる Zoom だと、どうしても受動的になり、能動的に理解する
のが難しかった」ということである。対面授業では教室のあちらこちらで受講生間、あ
るいは受講生と教員間のやりとりが発生していたが、それが学習プロセスに大きく影響
していたことに気付かされた。3 点目のスケジュールの調整に対しては、「よかった」と
いうコメントがあった一方、レポート最終稿の提出を授業終了後に設定し直したことに
より、「ちゃんと書けるだろうか」という不安を覚えた受講生もいた。自宅での学習や
課題の量に負担を感じている受講生を考慮してのことだったが、達成感を味わい、振り
返りをして次の学習につなげてもらうためには、学期中に最終課題を終わらせることも
重要だと感じた。 
 オンライン授業の実施によって、これまで当たり前すぎて意識していなかった対面授
業の特徴が浮き彫りになり、授業に対する認識を見直す機会にもなった。次にオンライ
ンでこの授業を実施する際は、学習プロセスを意識し、主体的な学びを活性化する活動
の実施、受講生間、受講生と教員間のやりとりの質を高める仕掛け作りが課題である。 
